







論 文 内 容 要 旨 
              学籍番号    B0DD5033     氏 名 前田奈名子 
小児の齲蝕予防は、ブラッシング指導や間食指導など生活環境に関わる改善を目的とした指導を行なってい
る。これらは主に齲蝕発生に関わる細菌の機械的な除去や、齲蝕細菌数の減少や酸産生を抑制することを目的
とした方法である。一方、歯質に対してはフッ化物の応用などの耐酸性の向上や、齲蝕好発部位に対する物理
的閉鎖としてシーラントが応用されてきた。シーラントは、齲蝕好発部位である裂溝の齲蝕予防に有効である
が、シーラントの脱落や破折に伴う齲蝕の発生に関して注意深く予後を把握していく必要があり、その予後に
関しては、シーラント処置前の歯面清掃が重要であることが示唆されてきた。一方、歯面処理についても従来
のリン酸エッチングを用いた方法から、歯面に対して脱灰を伴わないセルフエッチングプライマーを用いた材
料も開発され、操作時間の短縮から小児に応用しやすくなってきた。しかしながら近年開発されたセルフエッ
チングを用いたシーラントにおいて、どのような歯面清掃が有効であるかの報告は無い。そこで、本研究では、
セルフエッチングを用いるS-PRGフィラー含有シーラント（ビューティシーラント）の臨床予後について評価
を行った。小児歯科の専門的なトレーニングを受けていない一般開業医で本シーラントを用いた症例につい
て、シーラントの脱落や破折に関する後ろ向き調査を行った。観察症例数は、乳歯７１３歯、永久歯で４３９
歯（合計１１５２歯）である。観察期間中において、シーラントの脱落率は、乳歯において１４．８％、永久
歯では９．４％であり、乳歯および永久歯のいずれにおいても、完全脱落の割合が多く、３か月での脱落が最
も多かった。これは小児歯科の専門教育を受けた施設による従来の予後調査と比較しても、高い脱落率を示し
た。一方、脱落歯種に関する調査においては、乳歯および永久歯において左側臼歯部の脱落が多い傾向を示し
たが、これまでの調査との差は認められなかった。歯面清掃に用いた歯面研磨材におけるフッ化物（NaF）の
含有状況による調査では、乳歯へのシーラント処置後３か月および６か月において、NaF含有の研磨材を用い
た脱落率は、NaF非含有の研磨材を用いたものと比較して、２倍程度の高い脱落率を示した。同様の傾向は永
久歯においても認められた。しかしながらシーラント処置後９か月以降のものに関しては、乳歯および永久歯
ともに歯面研磨材のNaFの有無による脱落率に差は認められなかった。以上の結果から、セルフエッチングプ
ライマーを用いたシーラントにおいては、術前の歯面研磨にはNaF非含有の研磨材の使用することが大切であ
ることが示唆された。 
 
